
豊岡市から
ひとりも災害犠牲者を
出さないために。

マイ避難カード 編
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「マイ避難カード」 とは？
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「いつ」 「どこに」 「どのように」 避難するかをあらかじめ自分で確認・点検・書き記し、
普段から目につく場所に掲示するなど、いざという時の避難行動に役立てるためのカード

様々な状況が
考えらえれるので

３パターン程度

想定して
避難先等を考える。

最善 （ベスト）

次善 （セカンドベスト）

三善（サードベスト）

遠くの避難先など
もっとも安全・安心

自宅周辺の避難先まで
なら移動可能な状況

移動が難しそうな状況



マイ避難カード の記入項目
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安全な場所

避難の手段
・ルート

家族で？
ご近所と？

必要な物資
（最低１～２日分）

洪水リスク
（浸水深や
浸水継続時間）

土砂災害
リスク

誰の避難？
どんな人の避難？

避難の
タイミング



マイ避難カード
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自分自身・家族だけでなく、地区内に住む様々な人を思い浮かべ、
その方の避難を考え、地区防災に役立ていくことも重要。

避難すべき人を想像して考える

乳児を含む

３世代世帯

介護が必要な

高齢者世帯

例）

自分自身・家族

土砂災害警戒区域に

居住

災害リスクのない

場所に居住

自力で避難ができない

独居高齢者

あなたの大切な人たち



マイ避難カード の 「どこに」 の考え方
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避難先の選択肢

たとえば

安全が確保できる

親類・友人宅
３階建て以上

ご近所避難
指定緊急
避難場所

避難先へ

安全に移動が

できる条件から

避難の具体を
考える

神戸の娘の家に避難 と考えたなら、
「台風が来る２日前には避難」が必要

コミュニティセンターに避難 と考えたなら、
「明るいうちに」「道路が冠水する前に」など、近場でも油断は禁物

どこに

道路が冠水し、日が暮れて外も暗く、安全な行動が難しいなら、
覚悟を決めて自宅の２階



避難に必要なもの・持参品 も考える
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安全・安心な避難するために必要なモノをしっかりと備える

自宅外避難
すべき人

自宅待機が
可能な人

自宅で
安全・安心な
生活が可能

避難先でも
安全・安心な

避難生活が可能

想定最大規模降雨で
堤防が決壊した場合、

場所によっては、

１日以上浸水が
続くことが想定

• 浸水が引いても、物資が届くまでさらに数日を要する。

• 豊岡市では、災害が長引くと、市民が特に必要となる物資を、
地区コミュニティセンター等の地区拠点施設に運びこむ。

• 在宅避難されている方は、区の協力を得て、
地区コミュニティセンター等へ物資を取りに来てもらうようになる。
（例 ：食料、水、衣類、タオル、軍手、土のう袋、ブルーシート、スコップほか、

災害後の生活の中で一般的に必要となる物資）

避難に必要なもの・持参品

水害時に考えられること・想定されること１０００年に
１回の大雨
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水・食料

トイレ

• 生きていくためには、全体に必要なもの

• 一緒に逃げる家族の人数分や、必要日数分
（最低1～2日分）も考慮して、準備。

• 主食ももちろん大事だが、
お菓子などの嗜好品も時々食べられると、
気持ちが落ち着くといわれています。

• 食料品は、消費・賞味期限もあるため、
「ローリングストック」での備蓄が大事。

• 水害では下水道も使えなくなるため、
簡易トイレの備蓄も必要。

• 簡易トイレにも、便器設置タイプ・組立タイプ・
携帯タイプと、様々種類があるので、
予算や好みに合わせて準備。
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•非常持ち出し品の多くは、

皆さんが普段使っているもの
ばかり。

•キャンプやバーベキューを
楽しむ趣味がある家庭は、

テント・マット・ランタンなども
災害時に役立ちます。

•備蓄用5年保存の水の
「賞味期限」について
：期限が切れていても
捨てずに利用できます！

：賞味期限が切れていても、
問題なく飲める場合もある。
※法律・計量法に従い、
内容量が蒸発して減る
（賞味期限として印字）

※安全係数が掛けてある。

：飲まなくても、洗濯・トイレ等
避難生活の様々な場面で
水は活躍するので、
備えておいて損はない。




